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Aragane: IL-33 from inflammatory monocytes recruited to lung contributes to HDM-Induced airway
inflammation．第65回日本アレルギー学会学術集会 English oral session．2016，6，17‐19．

23 嬉野博志，木塚遥菜，佐野晴彦，西岡敦二郎，進藤岳郎，久保田寧，安藤寿彦，尾崎 司，惣宇利
正善，片山義雄，小島研介，一瀬白帝，木村晋也：広範な皮下血腫と高度の貧血を呈した真性多血
症と第XIII／13因子（F13）欠乏症の合併症例．日本血液学会学術集会．2016，10，13‐15．

24 ○山田麻里江，山田尚友，中尾真実，東谷孝徳，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗：同種血輸血にお
ける免疫担当細胞の動態に関する解析．第64回日本輸血・細胞治療学会総会．2016，4，28‐4，30．
日本輸血細胞治療学会誌 62：408．

25 ○山田尚友，山田麻里江，中尾真実，久保田寧，末岡榮三朗：輸血とHLA検査について．第17回日
本検査血液学会学術集会．2016，8，6‐8，7．日本検査血液学会雑誌 17：S106．

26 中村朝美，中島千穂，小林直美，小宮一利，木村晋也，荒金尚子：血漿分子マーカーを用いた afatinib
耐性化機序と効果予測因子の検討．第57回日本肺癌学会学術集会．2016，12，19‐21．

地方規模の学会
1 荒金尚子：ALK肺がんの進歩（ランチョンセミナー）．第57回日本肺癌学会九州支部学術集会，第
40回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2017，2，24‐25．

2 平川治樹，小宮一利，貞松宏典，中島千穂，中村朝美，木村晋也，荒金尚子：導入化学療法後に急
速に進行した縦隔原発混合型胚細胞腫瘍の1例．第56回日本肺癌学会九州支部学術集会，第39回日
本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2016，2，26‐27．

3 平川治樹，小宮一利，栗原有紀，貞松宏典，田中将英，中村朝美，高橋浩一郎，木村晋也，荒金尚
子：ベバシズマブ併用化学療法が著効した原発不明低分化腺癌の1例．第76回日本呼吸器学会九州
支部春季学術講演会．2016，3，19．

4 平川治樹，小宮一利，栗原有紀，中島千穂，田中将英，中村朝美，髙橋浩一郎，木村晋也，荒金尚
子：再々生検にてT790M陽性を確認し得たEGFR遺伝子変異陽性肺癌の1例．第57回日本肺癌学
会九州支部学術集会，第40回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会．2017，2，24‐25．

5 栗原有紀，高橋浩一郎，辻百々子，平川治樹，田代宏樹，安部友範，中島千穂，小宮一利，中村朝
美，田中将英，木村晋也，荒金尚子：骨形成を伴った原発性肺がんの1例．第77回日本呼吸器学会
九州支部夏季学術講演会．2016，7，22‐23．

6 古賀ちひろ，西岡敦二郎，嬉野博志，佐野晴彦，木塚遥菜，進藤岳郎，久保田寧，安藤寿彦，小島
研介，木村晋也：ダサチニブ内服およびメソトレキサート髄注施行後硬膜下血腫を来たしたフィラ
デルフィア染色体陽性急性リンパ球性白血病（Ph陽性ALL）．第6回日本血液学会九州地方会．
2016，3，19．臨床血液 57：797‐798．

7 中村朝美，小林直美，梅口仁美，小宮一利，木村晋也，荒金尚子：血漿を用いたEGFR-TKIs 獲得
耐性機序の解明．第56回日本肺癌学会九州支部学術集会，第39回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総
会．2016，2，26‐27．

8 中島千穂，安部友範，木村晋也，荒金尚子：高感度EGFR遺伝子変異検出法におけるDNA自動
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抽出法の有用性．第57回日本肺癌学会九州支部学術集会，第40回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総
会．2017，2，24‐25．

9 ○龍由希子，甲斐敬太，楢﨑さやか，中村光男，次富久之，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗，相島
慎一：腺癌とMantle cell lymphoma を同時に胸水中に認めた一例．第32回日本臨床細胞学会九州
連合会学会．2016，7，23‐24．プログラム集 p14．

10 貞松宏典，田中将英，辻百々子，栗原有紀，平川治樹，田代宏樹，安部友範，中島千穂，小宮一利，
中村朝美，高橋浩一郎，木村晋也，荒金尚子：血栓性微小血管障害症に合併した肺胞出血の1例．
第77回日本呼吸器学会九州支部夏季学術講演会．2016，7，22‐23．

11 田代宏樹，髙橋浩一郎，梅口仁美，平川治樹，栗原有紀，貞松宏典，中島千穂，小宮一利，田中将
英，中村朝美，荒金尚子：大葉性肺炎を呈した肺クリプトコッカス症の1例．第76回日本呼吸器学
会九州支部春季学術講演会．2016，3，19．

12 田代宏樹，高橋浩一郎，辻百々子，平川治樹，栗原有紀，安部友範，中島千穂，小宮一利，中村朝
美，田中将英，木村晋也，荒金尚子：顕微鏡的多発血管炎に合併する気管支拡張症の予後解析．第
77回日本呼吸器学会日本結核病学会九州支部夏季学術講演会．2016，7，22‐23．

13 田代宏樹，高橋浩一郎，辻百々子，平川治樹，栗原有紀，安部友範，中島千穂，小宮一利，田中将
英，中村朝美，荒金尚子：長期経過を観察できたMulticentric Castleman’s Disease の一例．第78
回日本呼吸器学会日本結核病学会九州支部春季学術講演会．2017，3，11．

14 八並由樹，小宮一利，辻百々子，栗原有紀，平川治樹，田中将英，中村朝美，高橋浩一郎，荒金尚
子：METエクソン14スキッピング変異を認めた非小細胞肺癌の2症例．第78回日本呼吸器学会日
本結核病学会九州支部春季学術講演会．2017，3，11．

15 吉永優，田中将英，栗原有紀，小宮一利，中村朝美，高橋浩一郎，荒金尚子：急激な病状の悪化に
より生前診断が困難であった PTTMの一剖検例．第78回日本呼吸器学会日本結核病学会九州支部
春季学術講演会．2017，3，11．

16 中村朝美，中島千穂，小林直美，梅口仁美，小宮一利，木村晋也，荒金尚子：第一世代EGFR-TKI
獲得耐性例における afatinib 治療効果と血漿分子マーカー測定結果の検討．第77回日本呼吸器学会
九州支部夏季学術講演会．2016，7，22‐23．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 小島 研介 安田記念医学財団癌研究助
成

癌研究助成 急性骨髄性白血病を対象とした，白血
病幹細胞薬剤耐性・腫瘍内不均一性を
打破し，かつ再発や二次発がんをひき
おこさない，新たな分子標的治療法の
開発

2，000

准教授 小島 研介 日本対がん協会 リレー・
フォー・ライフ・ジャパン
（RFLJ）「プロジェクト未
来」研究助成

「プロジェク
ト未来」研究
助成

白血病幹細胞の薬剤耐性，腫瘍内不均
一性を打破し，二次発がん・再発をひ
きおこさない新たな分子標的治療戦略
の臨床応用を目指した研究

1，000

准教授 小島 研介 がん研究振興財団がん研究
助成金

がん研究助成 白血病幹細胞根絶のためのBMI‐1阻
害とMCL‐1／p53制御

1，000

准教授 小島 研介 Janssen Research & Devel-
opment, LLC（92，704米ド
ル，10，450千円）

研究助成（IIS
Research
Funding）

Effect of long-term ibrutinib treat-
ment on p53 signaling in lymphomas

10，450

准教授 荒金 尚子 科学研究費助成事業 基盤研究C 血漿遊離DNAの出現機序の解析とヒ
ト肺がん細胞転移モデルマウスへの応
用

1，820
（4，940）

講 師 久保田 寧 日本白血病研究基金 一般研究賞 細胞内コレステロールを標的として急
性骨髄性白血病幹細胞根絶を目指す新
規治療法の開発

500

講 師 久保田 寧 科学研究費助成事業 基盤研究C 細胞内コレステロールを標的とする白
血病治療法の開発

1，400

大学院生 板村 英和 かなえ医薬振興財団 研究助成 MEK阻害剤を用いた造血幹細胞移植
における選択的免疫調整

1，000

※（ ）は繰越金で外数

職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

大学院
博士課程

西田 有毅 福岡県すこやか健康事業団がん研究助
成金奨励賞

患者由来白血病マウスモデルにおける新規BMI‐1阻
害剤 PTC596のAML幹細胞抑制効果の検討

大学院
博士課程

田代 宏樹 第77回日本呼吸器学会九州支部学術奨
励賞

IL-33 from inflammatory monocytes recruited to lung
contributes to HDM-Induced airway inflammation

研究助成等

学術（学会）賞
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